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感染経路はいろいろありますが、主な３つは、

感染経路

主に手を介して体内に
侵入

マイクロ飛沫感染
飛沫核（直径5μm以下

の粒子）

空気中に浮遊
水分が
蒸発して

飛沫感染
飛沫（直径5μm
以上の粒子）

咳や
くしゃみで
1-2m飛ぶ

接触感染
病原体に汚染された

手指など
汚物

食品物体
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３密から「３密プラスαへ」

＋α（呼吸が増す場所（運動などで）、飲酒をする場所など）
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※実例をもとに制作しています

【ポイント】
体調が悪い時は出勤を控えましょう
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※実例をもとに制作しています

【ポイント】
感染対策があったとしても

三密の場所には近づかないように
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※実例をもとに制作しています

【ポイント】
歌う場所は感染リスクがとても高いので

最大限の感染対策が必要です





米国における労働者の年代
患者の症状の特徴
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年代 10-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69

発熱、咳、呼吸苦
いずれか

59.8 68.1 70.1 72.4 73.2 72.3

発熱 35.0 39.6 43.2 45.3 46.2 45.2

咳 41.4 51.1 52.2 54.3 54.7 52.0

呼吸苦 16.3 26.5 28.1 30.3 30.4 30.7

筋肉痛 29.5 41.1 44.1 44.8 40.8 33.3

鼻水 8.1 8.9 7.3 6.6 5.9 5.1

咽頭痛 28.6 28.2 24.8 23.1 19.9 15.7

下痢 13.5 19.2 21.3 22.3 22.2 19.8

嗅覚・味覚障害 9.9 13.3 11.5 10.2 8.3 5.6

https://www.cdc.gov/mmwr/volumes/69/wr/pdfs/mm6924e2-H.pdf

発熱がないから大丈夫というわけではない。感冒症状に敏感になる。

https://www.cdc.gov/mmwr/volumes/69/wr/pdfs/mm6924e2-H.pdf












厚生労働省アドバイザリーボードの見解

現在のところ、基本的な感染対策が行われ
ていれば、近隣のスーパーでの買い物や
出勤の公共交通機関、オフィスなどで感染が
拡大する状況ではないと考えられる。

最近では、家庭内や医療機関、高齢者施設
などにおける感染も確認されている。
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社内で感染者の報告があったら
1．「報告してくれてありがとう。しっかり休んでください。

なおったら職場に戻れるようにこちらも支援します。」と回答

2．「もしこのままお話できるなら、秘密は守るので、症状がいつでた

か、そしてだれと会議や会食したか教えていただけますか？」

3. 症状の有無は、丁寧に、喉の違和感、軽い咳なども含めていつから か確認

4. そうした症状があった場合、または症状の始まる2日前に会食や会議があっ
たかを確認。

5. そのうえで、同席者に感染したことを伝えていいか確認を

→かなり機微なことが多く、コロナだからといって医療職以外がここまで対応
ができるのかは課題。



感染者の報告があった場合に留意したい点

1．最初の報告があった人が必ずしも職場で最初の感染
者とは限らない。周囲に体調不良者がいないかの確認は
必要。

2．「濃厚接触者」を会社として「認定する」ことは
様々な影響がある。

3．事前に1度はシミュレーションしておきたい。



怪しい感染対策グッズを買わなくてすむ
２つの問い

1．「それは病院でも使われていますか？」
病院では使われていないグッズが多数です。光触媒とか、抗ウイルスシート

とか、なんとか水とか。

2．「でも病院で使っていても、うちみたいな

感染リスクのところでそれ必要なんですか？」
使用することで、今よりなにがどう改善するのか確認する。

「お客さんの安心のため」にという極めて曖昧な目的ではないこと

＊一部に、真面目な方や企業が、本当に心配して、しかし、知識不足で薦めて
くることもあるのでご注意を。新しい技術として新聞に載ったようなものは少
し様子をみましょう。 24



25



26



27



28



29



30





32
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20210104/k10012796201000.html
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おわりに

•とりあえず、今は感染をいったんおさえたい

•病気や怪我をしないように

•飲食店の対策をどう支援していくか

•差別偏見、分断、怒り、不満などにどう我々は立ち向かうのか

•我々の連帯、そして助け合いを尊ぶ度合いが高まるように

•そして、ピンチをチャンスに・・
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